新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー ～分子標的と活性制御～」
第4回公開シンポジウム
主　催　新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー　～分子標的と活性制御～」総括班（http://chembiochem.jp/）
後　援　日本ケミカルバイオロジー学会
協　賛　日本化学会、日本薬学会、日本農芸化学会ほか
日　時　5月28日（火）～29日（水）
会　場　つくば国際会議場（茨城県つくば市竹園2-20-3）〔交通〕つくばエキスプレスつくば駅下車徒歩10分
特別講演
1. 生命科学の中で天然物ケミカルバイオロジーに期待するもの（産総研）浅島 誠
2. ペプチド系天然物の全合成・構造制御・機能創製（東大院薬）井上 将行
3. 食薬資源由来新規機能成分の探索と分子メカニズム解明（筑波大生命環境）礒田 博子
一般講演
1. 勧善懲悪化合物を求めて～正常細胞には影響を与えず肝癌細胞の増殖を抑制し、癌細胞死を引き起こす非環式レチノイド～（理研）小嶋 聡一
2. エストロゲン/ERシグナルによる標的特異的タンパク分解機構（聖マリアンナ医大） 岡田 麻衣子
3. 海洋天然物の効率的全合成と高活性構造単純化類縁体の創出（東北大院生命科学）不破 春彦
4. 植物の屈性現象に関わる鍵化学物質の構造と作用機構（筑波大生命環境）繁森 英幸
5. 独自の合成方法論を基盤とするプローブ分子の創製（静岡県大薬）菅 敏幸
6. 天然蛋白質表面の部位特異的なケミカルラベリング法の開発（京大院工） 高岡 洋輔
ポスター発表
領域班員および一般参加
一般参加のポスターを募集します（領域HPより）。
参加費　無料
懇親会　5月28日（火）17時45分～ 参加費などの詳細は後日領域HPに掲載いたします。
参加申込方法　領域HP（http://chembiochem.jp/）をご覧下さい。
申込先　980-6557 仙台市青葉区荒巻字青葉6－3　東北大学大学院理学研究科化学専攻 新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー」事務局　電話(022)795-6557　http://chembiochem.jp/

問合先　305-8571 茨城県つくば市天王台1－1－1　筑波大学数理物質系 木越英夫　電話(029)853-4313　E-mail: kigoshi@chem.tsukuba.ac.jp
